


















Hostel Kmot 

最近オ ープンした「Hostel Knot（ホステルノット）」は、
脩菩寺には珍しいゲストハウスです。
部屋は、女性専用の相部屋、男女共同の8人部屋、個
室があります。ベッドは普通のベッドではなく、壁に
穴の開いたようなつくりになっていて、中は外国の人 ー
も泊まるのでとても広々としています。入ってみると、
フワフワでとても居心地が良かったです。
人の結び目(knot)になりたいという店主さんの想い
の通り、国が違う人でも初対面でも仲良くなれるよう
な場所になっています。

伊豆市修善寺 985-1 匹 0558-78-0261 

vO� 
いいね！ 2,001 件

溢物で歩きたい街並み
＃気分は舞妓さん
＃培物は “街ナビゆるリ ＂ で
借りられるよ

コメントを追加
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〇石畳が素敵な径 〇『風の径』 〇『竹林の小径』
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vO① 
いいね！ 2,018件

木温れ日が差し込む
＃かぐや姫が生まれそう＃そよそよ
＃こけいじゃないよこみちだよ
＃ごろごろタイム＃夕方のライトアップも綺麗

コメントを追加

かわいい和風のスイー ＇’／がメニュ ーの店 「一石庵」。
安心、安全な食材にもこだわっているそうです。
人気メニュ ーである山葵（わさび）餅は辛いイメージですが、
甘みがあり、醤油をつけて食べるので相性(\’’’／ゲンです。
店構えはガラス張りで中の様子が見え、一人でも気軽に入
れます。お店の人逹に伊豆市のことを聞くと、詳しく教えて
くれてとっても温かい感じがして居心地が良かったです。
ぜひー石庵に足を運んでみてくださいね。

伊豆市修善寺 950-1 ft 0558-72-2063 

営業時間 1 0:00 ~ 16:30 （オ ー ダ ー ストップ）
定休日火曜日

〇むすばれ橋

vO� 
いいね！1,967件

Iiiのせせらぎが心地よい緑豊かな絶景スポット
＃赤い橋3つ目
#5コ全部渡るといいことあるよ
＃検証ずみ0

コメントを追加

〇みそめ橋

v O i!J 
いいね！ 2,000件

さあ始めようl修善寺温泉場めぐりl
＃恋がかなう5つの橋＃らしいよ
＃ここからスタ ー ト

コメントを追加
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高橋こなつ（編集長）
坂ノ上こはく（副編集長）
新田愛琳（副編集長1

アラナヨ ー コ
大石桜子
熊）II彩花
田中悠貴

〈高校生お手伝いスタッフ〉
小林舞•安池凜

子ども編集部の活動を通して

編集長になって2年。今年は周リの人に KURURAに携わリ、あっという間に5年が KURURA制作に携わり、なかなか会えな
KURURAを知ってもらえる機会が多く「伊 経ちました。この活動で、自分が住む町を良 いデザイナーや記者の方と話す機会があり、
豆にこんなに良い所があるなんて知らな い所だと自信を持って言えるようになった 様々な価値観を知ることができました。そし
かった！」という感想をいただき、自分がそ ことが嬉しく思います。取材をし、記事を書 て編集部として、県外で活動の話をさせてい
んな冊子に関われたことを誇リに思います。 いていく中で、様々な職業に触れることが ただき、他の場所にはない伊豆ならではの
これからも編集部 を次の世代へとつなげ でき、将来を考える良い経験となリました。 良さを身をもって感じました。住んでいる町
て、1人でも多くの人に伊豆の魅力を伝えて 今後もよ り多くの子どもたちに参加しても が好き、自慢したいと思う人が増えるように
いきたいと思います。 らい、伊豆市の活性化につなげたいです。 KURURAが続いていくことを願っています。

編集長高橋こなつ 副編集長坂ノ上こはく 副編集長新田愛琳

KURURAの
みなさんへ

みなさんが将来ジャーナリストとして生きていく のかどうかはべつとし

て、私たちはKURURAの存在を知ることが できたことに感謝しなけれ

ばなりません。 人々に情報を知ってもらうという、ジャーナリスト精神で

皆さんに情報発信してもらわなければ、伊豆市は勿論、私たちの四日

市市を含む全国の地方都市が疲弊してしまうかもしれないから です。

こどもの視点と言いますが、実は大人の視点は実際のところ過去に

捕らわれた現実的なものになりがち です。その意味でみなさんの記事

は新鮮で自由で生き生きしていて心を揺さ ぶります。私たち大人も頑張

りますから、みなさんも是非この活動を続けて日本中に情報発信し続け

てほしいと思います。

人口減少に伴い、学校が再編の波にさらされていて、これからそれはさ

らに進むと思われます。パイが大きくなりエリアが拡大すると、いいこともた＜

さんありますが、地域アイデンティティーを学校の中で学ぶのは難しくなりま

すし、地元の活動に密にコミットメントしていくことも大変になります。KURURA

の活動は、それを容易にするだけでなく、発信源としての役割を担うこと

で、より タイトに情報に触れる機会を創る、良いシステムだと思います。 応

援する私たちも彼女たちが情報に触れる ・ 体験するサポートと、発信さ

れた情報を受け取り、行動でレスポンスする、2つの役割を持つことに「や

りがい」を感じます。これからこの活動が長く続き、またさらに変化すること

で、世代間や立場の違いを超えて等しく地域に愛着を持ち、それを発信

できる本当の「伊豆人」としての輪が、広がっていくことを願っています。

伊豆人の輪が
広がります

�URURAは
「ESD」の実践活動

2013年度に産声をあげたKURURAは、子どもたちがこの制作を通して

地域に愛着や誇りをもち「持続可能な社会を創りたい」という気持ちを育て

られる実践的な活動と言えます。この「持続可能な社会の創り手を育てる教

育」がESD(Educati on for Sustainable Development)と呼ばれているも

のです。同じ頃、2015年国連サミットで世界のリーダーが集まって2030年ま

での目標を定めました。これがSDGs (Sustainable Development Goals) 

といわれる17の目標と169のターゲットからなるものです。今、世界中でこの目

標を達成するために官 ・ 民・学のあらゆる機関を上げて取り組んでいます。

そしてこのSDGsを達成するためのエンジンがESDであるといわれています。

子ともたちD未来のためにみんなでKURURAの取り組みを応援して依逹い。

ESD-」理事大塚明

25 lzu Guide Book KURURA Vol.6 

填

II

化

糧

人

文

I
[
]
[
 lzu Guide Book KURURA Vol.6 24 

L 







編集後記

こはく

のの夏

桜子

美結

栞

羽南

柚果

ちずる

j 

陽夏

悠貴

ちひろ

遥

汐凪

愛琳

ヨ ーコ

KURURA くるら

発行／監修：KURURA制作実行委員会
編 集：Teens Design Lab 
制 作：KURURA制作実行委員会

ESD-J理事 大塚垢
特定非営利活動法人NPOサプライズ
飯倉清太野田康代•田足井芙帆•高橋いづみ
こども未来塾
川口敦•新田はるみ
クリエイターチームカラフル
浅井由剛・黒澤夏子•為壮京子・木村有花

デ ザ イ ン：株式会社カラ ー コ ー ド
首都圏イノベ ーションセンター MICAN
矢後真由美
NISHIYAMA DESIGN 
西山 誠
株式会社ハイスペック
諸星頁孝佐野亘 ・ 鈴木辰海 ・ 松井誠

表紙（イラスト）：愛瑠・亜奈・彩花・七海
デザイン講座：浅井由剛（カラ ー コ ー ド代表取締役）
カ メ ラ講座：武智一雄（タケチカメラ）
取材講 座：榎 昭裕（伊豆経済新聞）
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協 力：井上茜、大西亜実、斉藤友那
坪内ゆみ、長谷川英一、堀江弓子、園屋恵美子
岡田明子（井上靖ふるさと会）、鈴木彩子（ジオガイド）
いさぶや印刷工業株式会社

サポーター（こ寄付いただいたみなさま敬称略順不同2018.4. l � ll.15) 
掘哲次、杉本信之、古谷和明、社）オアシスの会
堀江歯科医院、三宅ゆかり、多田裕子、國原優子、森一浩
望月美春河透美奈子、竹内悟、相馬美樹子、 浅田恵子
うさぎ薬局修善寺店、アドベンチャーサポート
（有）伊藤金属総業、野田三千代

後 援：伊豆市、伊豆市教育委員会、伊豆の国市、伊豆の国市教
育委員会、ESD-J(NPO法人持続可能な開発のための教育推進会議）

お問い合わせ：KURURA制作実行委員会事務局
伊豆市若者交流施設9izu内
〒410-2407 静岡隈伊豆市柏久保1304 lF 
TEL 0 558-99-9 l 20 

株式会社カラーコ ー ド
クリエイターチームカラフル
静岡県地域づくりアドバイザー

浅井由剛
今は 10年後の未来が見えない時代です。今までの生きる
上で大切だと信じられていた物が変わってしまうのです。
いい会社に入って、いい暮らしをする事の 「いい」つて一体
なんだろうと考えないといけない時代です。そういう時代
だから 必要なのが、自分の気持ちと向かい合って自分なり
の答えを見つける事が出来る力です。自分なりの答えを文
章や 絵で 表現するのがアー トです。このアー トの力をもっ
ともっと身につけてもらいたいと思います。

KURURAの活動に参加して5年がたちました。「ただの田舎」だ
としか思っていなかった伊豆は、今では気付いたら大好きな自
慢のふるさとになっていました。毎年、新しい伊豆の魅力に気付
きあらためて「いいところに住んでいるなあ」と思いました。きっ
と普通に生活していたら気付かなかったこともあると思います。
私は今年でKURURAを卒業します。大学生になったら 一

度伊豆を出ることになると思いますが、必ず帰ってきたい
です。ありがとうございました。

KURURA Vol.6 

高校生スタッフ

安池凜

今回私は、初めてKURURAの製作のお手伝いをさせてい
ただきました。とはいっても本当に何もできていませんが、地
元の小・中学生、高校生が、応援してくれる大人の方々に支
えられながら自分たちの住む所の魅力を発信すべく一生懸
命考えて取材したり、エ夫して記事をまとめたり、絵を描いた
り、といった姿を見ることができたのが、非常に貴重な経験
となりました。参加できたことが本当にうれしいです。ありが
とうございました！

KURURA Vol.6 

編集長

高橋こなつ

KURURA Vol.6 

高校生スタッフ

小林舞

私は、三島に住んでいて、今まで修善寺や天城を訪れる機会
がなかったのですが、KURURAの取材を通して、伊豆の魅
力を見つけることができました。そして、参加者のみんなが一

生懸命活動しているところを見て嬉しくなりました。これは、
KURURAの活動の目的の1つであると思うので、私だけで
なく、 このような人がもっと増えたらいいなと思います。そし
て、この活動のことをもっとたくさんの人に知ってもらいたい
と思いました。この活動に参加できてよかったです。

特定非営利活動法人
NPO サプライズ
ふじのくにしずおか観光振興アドバイザー

高橋いづみ
首都圏から移住して20年。伊豆市は海も山も川も歴史もあ
り、空気も水も野菜も本当に美味しいのです。ずっと住んで
いると『アタリマエ』と思ってしまう今ある身近なものの価
値に、子どものうちから気づいて欲しい、ふるさとを自慢で
きる子どもを増やしたい … 毎年続けてきて、想いが実現し
てきたこと同じ 想いを持って支援してくださる方がたくさ
んいることを実感しています。この活動そのものも、もっと
育て て広めて行ければと思います。

KURURA Vol.6 

制作実行委員
ESD-J理事

大塚明
-----

回 を重ねる毎に主体性が増し、 感 性が磨かれ成長していく
姿が素晴らしいです。話を聞かずにふざけていた子がいつの
間にか真剣な表情になったり、思わぬ才能を発揮したりして
チームワー クが出来上がって行きます。このように取材を通
して子どもたちの住む地域の価値を再発見し、先輩から良
いものを受け継いだ子どもたちは、故里に誇りをもち地域を
支える大切な存在となるでしょう。これこそ、 まさに「持続可
能な社会の担い手を育てる教育(ESD)」です。

こども未来塾

川口敦

子ども達と活動を続けて4年目になりました。いつも気付か
せられるのは、数か月間の活動の中での子ども達の成長ゞ
りです。最初の講座で集まった時の緊張した面持ちが、発表
会の当日には堂々とした笑顔になっています。その子ども達
の笑顔をこれからも見続けて行くために、私たち大人は手
を差し伸べたり時には任せてみたりすることも大事なことか
と思います。この活動を通じてお互いにたくさんのことを学
ぶことができました。

こども未来塾

新田はるみ

今年度のメンバーは全員女子。自分の生まれ育った街の魅
力を体で体験して、プロの講座を受け、学んだ事を活 かし、
冊子が完成しました。自分が携わった事がひとつのカタチ
になったときの感動は、きっと生涯の宝物になることでしょ
う。『他人事から自分事へ』いいことは、どんどん伝染して
いってほしいものです。活動を応援してくださる皆様、冊子
を楽しみにしてくださる皆様ありがとうございます。
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